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⾲ 2㸸1998㹼2007 年全యのカテࢦリ別ᘬ用ẚ⋡ 
  Type1 Type2 その他 

A 生活必需品 20% 74% 6% 

B 処理操作；運輸 22% 75% 4% 

C 化学；冶金 35% 60% 5% 

D 繊維；紙 30% 63% 8% 

E 固定造形物 10% 85% 5% 

F 機械工学；照明；加熱；武器；爆破 10% 85% 5% 

G 物理学 26% 69% 5% 

H 電気 12% 82% 6% 

全体 21% 74% 5% 
 
 
 
 

 
ᅗ 3㸸ᶆ本特チのセクࣙࢩン別に見た Type1 ẚ⋡の᥎⛣㸦DE 㝖外） 

２㹅２㸷 

⚄⤒科学分㔝を対象としたコンセプト࣐ップẚ㍑ 

 
 （ᶆⴥ㝯㤿㸦⥲合研究大学㝔大）㸪川ᓥᾈ㄃㸦ᮾி工業大学）㸪調㯞బ志㸦ᮾி工業大学ۑ

 

 

 
⫼景・目的 
 本発⾲は、ᖹᡂ 23 年ᗘ JST-RISTEX ጤク研究「࢓ࣇンディングプログラ࣒に資する科学計㔞学」プ

ロジ࢙クト㸦代⾲㸸調㯞బ志）の一環として行うものである。本プロジ࢙クトでは、ᾏ外ඛ㐍事౛に関

に持つ意࣒ンディングプログラ࢓ࣇアリング調査から、科学計㔞学がࣄの࡬にᐇ務者ࡧる研究者ならࢃ

⩏としてḟのような論Ⅼを抽出している。その一౛としてḟのような指᦬が得られている。 
 
z プログラ࣒のᡓ␎目ᶆを策定する㝿やそれを研究㡿域にⴠとしこࡴ㝿、また㐺ษなプログラ࣒ディ

レクターのೃ⿵等を㑅定する場合などに、多様なレ࣋ルとᙧᘧの Science Mapやその他ᅗ的⾲現が

あれࡤ、プログラ࣒をタ計する㝿に᭷ຠである。 

z ࢓ࣇンディングプログラ࣒において研究㡿域タ定を行う㝿、その㡿域にどの⛬ᗘアクティࣈな研究

者がいるかを♧すデータがᚲ要となる場合が多々あり、そのようなデータ࡬のࢽーࢬは高い。 

z ⣡⛯者に対するㄝ明㈐௵を果たすためにも、プロジ࢙クトの㑅定やそのᚋのᡂ果をᐈ観的かつ分か

りやすく♧せるデータがあることが望ましい。 

 
Science map ないしは科学活動の visualization は科学計㔞学において様々な研究がなされ、ᛴ⃭に

㐍展している。一方で、情報工学やコンࣗࣆーティングパワーの㐍化にకいこれらの研究がࢩーࢬ・ド

リࣈンで㐍展したため、Science map の多くはලయ的なᨻ策目的に↷らして฼用するのがᅔ㞴になって

いる状ἣもまたᏑᅾしている。そのため、ᨻ策目的に↷らして㐺ษかつලయ的な Science map をసᡂす

ることが、௒ᚋの科学計㔞学分㔝における主要な研究トࣆックとなることがᮇᚅされる。 
クト㸦代⾲㸸調㯞బ志）では、このよう࢙プロジ「に資する科学計㔞学࣒ンディングプログラ࢓ࣇ」

なၥ題意識から、Sciencemap について、手法㠃・ᨻ策的ᛂ用㠃の཮方からの᳨ウを目指している。そ

の一環として、本発⾲では、ḟの 2 Ⅼを目的としている。 
 
1. ⚄⤒科学分㔝の論文セットを対象としたコンセプト࣐ップのヨస㸸ୡ⏺的動向と日本の動向のẚ㍑

᳨ウ 
2. コンセプト࣐ップが持つ₯ᅾ的なᨻ策的インプリケーࣙࢩンについての᳨ウ㸸プログラࣇ࢜・࣒ィ

、ップを通じてࣙࢩーやワークࣗࣅーカスグループインタ࢛ࣇ・のಶ別࡬ーをはじめとするᐇ務ᐙࢧ

その可能性、㝈⏺、ࢽーࢬについて᳨ウする 
 
方法 
 本研究では、コンセプト࣐ップసᡂの対象㡿域として、⚄⤒科学分㔝を事౛としてྲྀり上ࡆる。⚄⤒

科学分㔝は、ୡ⏺的な➇தと論文生⏘活動が行ࢃれている生࿨科学関ಀㅖ分㔝において、日本において

も┒ࢇに研究がなされていること、また Web of Science において特定のタグ௜がなされており計㔞的分

析に㝿してテクࢽカルな㠃からも抽出がẚ㍑的容᫆であることから Sciencemap に関するパイロット分

析を行う上で㐺した㡿域であるとุ᩿した。 
対象となるデータは、Web of Science より本᳨ウのために抽出したデータセットを用いる。Web of 

Science に཰㘓された過ཤ 20 年分のデータから、⚄⤒科学分㔝の論文について、全యのものと、日本発

の論文㸦௒ᅇはⴭ者のリプリントアドレスが日本であるものを対象とした）と、二つのセットをసᡂし、

時系ิࡈとに分析し、ẚ㍑᳨ウを行う。 
分析に㝿しては、࢜ランࢲの科学計㔞学・科学社会学者である Loet Leydesdorff らのアプローチ(e.g. 
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Leydesdorff & Hellstein 2005, 2006)などを参考としつつ、またライデン大学 Ludo Waltman らがసᡂ

した Vosviewer なども฼用している㸦e.g. Eck and Waltman 2009, 2010）。また、సᡂした࣐ップをも

とにプログラࣇ࢜・࣒ィࢧーをはじめとして、࢓ࣇンディングに関ࢃるᐇ務者にとって、このようなᅗ

的⾲現が持つ意⩏などについてのࣄアリングなどを௒ᚋ行っていくண定である。 
 
結果 
現ᅾまでのணഛ分析の結果の一部をᥦ♧する㸦現ᅾデータの精査をさらに㐍めている） 
 

 

 
 
 
᭦に精査を行ったデータをඖに、ᐇ務者࡬のࣄアリングを行う。 
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